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アドバンスドオプションを使用しない場合の資料 
「SureSelect DNA キャプチャカスタムデザイン操作法」も合わせてご参照下さい。 
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1. SureSelect DNA capture カスタムデザイン 
アドバンスドオプションでの作成 

この資料では、アドバンスドオプションを用いたSureSelectカスタムデザイン作成の手

順をご紹介します。アドバンスドオプションでは、よりフレキシブルな条件設定が可能で、
異なる条件で設計した複数のプローブグループを組み合わせて、一つのデザインを作
成することができます。 

3 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブグループ1 
Exonのみを 

キャプチャするプローブ 

プローブグループ2 
Intronも含めた遺伝子領域全
体をキャプチャするプローブ 

プローブグループ3 
プローブ密度を 
高くしたプローブ 

カスタムデザイン例 

新規にカスタムデザインを作成する方法は次の2を、予め作成したカスタム
デザインをCNV Backboneに追加してOneSeqカスタムデザインを作成する方
法は3をご参照ください。 



4 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

2. 新規にカスタムデザインを作成する方法 
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新規にデザインを作成する作業のフロー 

デザイン1 

カスタムデザイン作業のフローは以下から選択できます。本項では【最初にデザイン作成をするフ
ロー】の操作を説明します。 
 

：まずプローブグループの入れ物であるデザインを作成し、その中でプローブの設計を行う、
よりシンプルなフロー 

：まず独立してプローブグループを作成し、後で上記「デザイン作成」の流れに沿って
デザインに含めるプローブグループを選択し、デザインを決定するフロー 

プローブグループ1 

プローブグループ2 

ファイナライズ 

ファイナライズ 

①デザイン名などを決定 ②デザインに含めるプローブの設計、プローブグループの選択 ③最終決定 

①プローブを設計して 
 プローブグループとして保存 

②デザインを作成し、含める 
  プローブグループを選択 ③最終決定 

デザイン1 

プローブグループ1 

プローブグループ2 プローブグループ1 

プローブグループ2 

デザイン1 

：Agilentカタログ製品（SureSelect Inherited Disease, Human All Exon V5)に 
任意のデザインコンテンツを追加して新しいデザインを決定するフロー 
 この機能に関しては本資料ではカバーしておりませんので、別途弊社にお問い合わせください。 



コンテンツ追加メソッド 

アドバンスドオプションでは、3つのコンテンツ追加メソッドを利用可能です。それぞれの
メソッドで作成したプローブグループを組み合わせ、1つのデザインにすることもできます。 

6 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

標準の手順では変更できない
条件(リピート領域の避け方や
キャプチャするStrand)を変更す
る 

メソッド1 
自分で120 merの塩基配列を決

めたプローブ情報をアップロー
ドして、デザインを作成する 
 

メソッド2 
既存のデザインに含まれている
プローブから、条件に沿ったプ
ローブを抽出して新しいデザイン
を作成する 

メソッド3 

カスタム 
デザイン 

カタログ 
デザイン 

例) 

Human All 
Exon V5 

この遺伝子群だけ！ 

例) 例) SureDesign 
データベース 

・・・ 
hg19 

mm9 
rn4 

TAIR10 
対応生物種 
16種 

リファレンス
配列と異な
る配列を使
いたい！ 

Repeat 

プローブ 

標準の手順ではプローブとリピート
のオーバーラップは20 bpまで許容 

Repeat 

プローブ 

Advancedで 
変更！ 

対象生物
がない！ 



Step1  サインイン 
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SureDesign のサインインのコーナーで 
 ・登録アドレス 
 ・パスワード 
を入力し、【サインイン】ボタンを押してください。 
 
SureDesign のアカウントをお持ちでない方は、別途登録方法の資料をご参考ください。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

サインイン 



Step2 デザインの作成 
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1. 【アドバンスドオプションの表示】のチェックをクリックして下さい。 
2. デザイン作成 > SureSelect DNA を選択して下さい。 

3. ウィザードの選択では【アド
バンスド】を選択してください。 
 

4. デザインまたはプローブグ
ループの選択では【デザイン
作成】を選択してください。 
 
 

5.  【続行】ボタンを押してくださ
い。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

デザインの作成 



z 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

デザインの作成 

6. 【デザイン名】に任意の名前を付けてくださ
い。 
 

7. 【生物種】欄では、【選択】をクリックして該
当する生物種を選択ください。該当する生
物種がリストにない場合、NAを選択してく
ださい。 
 

8. 【作成先フォルダ】では【選択】をクリックし、
いずれか一つのフォルダを選択してくださ
い。 
 
 
 
 
 
 
 

9. 【詳細情報】【キーワード】；オプションとして
文字列を入力できます。 
 
 

10. 【次へ】を押してください 

【マイデザイン】タブ;  
所属するWorkgroup内の任意の
フォルダを選択 
【コラボレーション】タブ 
;参加できるCollaboration Space
名を選択 
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標準の手順では変更できない条件(リピート領域の避け方やキャプチャす
るStrand)を変更する 

メソッド 1 

自分で120 merの塩基配列を決定したプローブ情報をアップロードして、
デザインを作成する場合 

メソッド 2 

既存のデザインに含まれているプローブから、条件に沿ったプローブを抽
出して新しいデザインを作成する場合 

メソッド3 

ここから、選択したコンテンツ追加メソッドによって、操作が異なります。 
本資料では以下の順番で操作を説明します。 

p.11をご覧下さい。 

p.17をご覧下さい。 

p.29をご覧下さい。 

Step3 プローブ選択 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択 



1. コンテンツの追加では【遺伝子またはターゲット領域から新規プローブをデザインします】を選択してください。 
2. 【次へ】ボタンを押してください。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

標準の手順では変更できない条件(リピート領域の避け方やキャプチャする
Strand)を変更する 

メソッド1 

プローブ選択： メソッド1 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

5. どの領域をターゲットとするのか
を選択します。 

各項目の詳細あと入力方法は、別資料「SureSelect DNA 
キャプチャカスタムデザイン操作法」をご覧下さい。 

3. ターゲットとする遺伝子または領域を
指定します。コピー&ペーストで画面

に直接入力するか、ターゲットをリス
トしたテキストファイルをアップロード
するかを選択できます。 

画面に直接入力できる検索項目は500
個以下です。500個を超える場合、ター

ゲットをリストしたテキストファイルをアッ
プロードする必要があります。アップロー
ドするファイルの形式は後述します。 

6. その領域の両側をどれだけ拡張して
キャプチャするかを選択します。 

4. 参照データベースを選択します。 

プローブ選択： メソッド1 



設定の完了 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

7. 設定が完了したら【次
へ】をクリックします。設
定条件によるサーチが
開始されます。 

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブ選択： メソッド1 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

ターゲットが500個以内であれば、 【ターゲット詳細】の画面にターゲット一覧が表
示されますが、500個を超える場合は表示されません。【ダウンロード】からター
ゲット情報をダウンロードし、「見つかったターゲットID」を確認して下さい。 
 
Not Foundになっているターゲットは、他の名前に変更する必要があります。【戻
る】で元の画面に戻り、UCSCのGenome BrowserでサーチできるIDにターゲット名
を変更して再度サーチしてください。 

9. 全ターゲットが見つかり、見つかりませんでしたと報告されたターゲットが
0になったら、【次へ】をクリックして下さい。 

8. 「見つかりませんでした」と報告されているターゲットの有無を【ターゲットサマリ】で確認し、具体的に
どのTarget IDがNot Foundであるかを確認します。 

プローブ選択： メソッド1 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

リピート領域など”プローブを設計しない領域”とプローブの重複の許容長です。デフォルトでは、20bpま
でリピート領域とオーバーラップしているプローブは採用され、21bpオーバーラップしているプローブは

除かれます。この値を大きくすると、プローブでカバーされるターゲットが増えることが期待されますが、
リピートをキャプチャするリスクも増えるため、20より大きな値に設定しないことをお勧めします。 

【マスク領域への拡張】： 

【ストランド】： 

センス鎖を選択すると、プローブはセンス鎖となりアンチサンス鎖のDNAをキャプチャします。アンチセン
ス鎖を選択すると、プローブはアンチセンス鎖となり、センス鎖のDNAをキャプチャします。 

11.  設定が終わったら【プローブ選択の開始】をクリックします。 

10. プローブグループ名を確認し、必要に応じて、以下のプローブ設計のパラメータを設定します 

【密度】【マスク】【ブースティング】： 
  別資料「SureSelect DNA キャプチャカスタムデザイン操作法」をご覧下さい。 

プローブ選択： メソッド1 



16 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブデザインにはある程度の時間
がかかります。プローブデザインが完了
すると、SureDesignに登録されている

メールアドレスに、メールで完了のお知
らせがきます。別のメールアドレスにお
知らせがほしい場合にはここでメールア
ドレスを入力します。 

12. 【OK】をクリックしてこのウィンドウを
閉じます。 

以降の作業は p.32 Step4 コンテンツの追加/確認 をご覧下さい。 

プローブ選択： メソッド1 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

自分で120 merの塩基配列を決定したプローブ情報をアップロードして、デ
ザインを作成する場合 

メソッド 2 

Step3-1 Probe List 作成 
 タブ区切りテキスト形式でプローブの情報を含んだファイルを作
 成し、Zip圧縮します。 
 
Step3-2 条件を設定する 
 作成したタブ区切りテキストのZipファイルをSureDesignにアップ 
 ロードします。 

このメソッドでは、以下の二つのステップでプローブ情報をアップロードします。 

プローブ選択： メソッド2 



Step3-1 Probe List 作成 
 カスタムProbeリストの作成に当たり、キャプチャ効率を下げないために、下記を考慮して下さい。 

 
注意点1；Probe Listのフォーマットは決まっています。 

→ 補足1．Probeリストのフォーマットテンプレート をご覧ください。 
 
注意点2；キャプチャサイズが5 Mbを超える場合、5 Mbごとにファイルを分け、複数のプローブグループ 
 を作成してください。 
 
注意点3；リピート配列を入れないでください。 
 
注意点4；同じgenome位置には片側のStrandだけで設計してください（+,- 両鎖を混ぜないでください） 

 
注意点5； Sequencing Technology にあわせたTiling Frequency(Density)を採用してください 

→ 補足2．Tiling Frequency(Density)の項目をご覧ください。 
 

注意点6；Capture Size 
・一つのDesignのターゲット領域は最低でも100 kb以上にしてください 
・Capture Sizeに応じて金額が異なります。  
→ 補足3．Capture Sizeの項目をご覧ください。 
 

注意点7；Boosting機能を活用ください。 
→ 補足4．Boosting/Replicationの項目を参考ください 

 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

18 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブ選択： メソッド2 



補足１；Probeリストのフォーマットテンプレート 
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4-Colum, 6-Colum, 8-Columいずれかのフォーマットで作成し、 txtもしくは.tdtの
フォーマットのタブ区切りテキストとして保存してZip圧縮してください。 

4-Colum 
ゲノム上の位置情報を含まない、必要最小限の情報で作成するフォーマットです。位置情報が
得られない場合に使用することが出来ますが、データ解析にゲノム上の位置情報が必要な場合
は6-columnもしくは8-columnフォーマットを使用して下さい。 

6-Colum 

8-Colum 

Browser formatでゲノム上の位置情報を記載するフォーマットです。 

BED formatでゲノム上の位置情報を記載するフォーマットです。 

BED format/Browser formatの詳細についてはp.14を参照して下さい。 

Browser formatとBED formatは塩基の数え方が異なります。
同じ領域をキャプチャしたい場合でも、6-columnフォーマッ
トでアップロードするか8-columnフォーマットでアップロード
するかによって、Startの位置が1塩基異なりますのでご注
意下さい。 

ご注意下さい 

Chr Start Stop 

chr18 48573390 48573510 
chr18 48573450 48573570 

chr18 48573510 48573630 

Coordinates 

chr18:48573391-48573510 
chr18:48573451-48573570 

chr18:48573511-48573630 

BED format 

Browser format 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブ選択： メソッド2 
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ヘッダーは上記のとおりの順番で入力してください。 
注意1;  4-ColumフォーマットでアップロードしたProbeGroupにはbedファイルは作成されません。解析にbedファイ
 ルが必要な場合は、6-Columもしくは8-Columフォーマットを使ってください。 
注意2； 4-columsのオプションを選択した場合、SureDesignはCapture Size(Mb)を計算できませんので、 
 Capture Sizeを計算してください。 
 

   Capture Size(Mb)=  N x 120 /T 
 
N= アップロードするプローブの数、  
T= tiling frequency(次項参照；ターゲットヌクレオチドをカバーするプローブ数の平均) 

 
 
 

TargetID; 遺伝子名などのターゲット情報を示すID。20文字以内で設定してください。 
ProbeID;  120merプローブの固有ID。20文字以内で設定してください。 
Sequence; プローブの塩基配列。120文字で記載し、ACGT以外の文字は使用しないでください。 
Replication;デザインの中で何回繰り返すかを指定します。繰り返し設定しない場合1と入力します。 

4 –Colum 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブ選択： メソッド2 



6 –Colum 

TargetID; 遺伝子名などのターゲット情報を示すID。20文字以内で設定してください。 
ProbeID;  120merプローブの固有ID。20文字以内で設定してください。 
Sequence; プローブの塩基配列。120文字で記載し、ACGT以外の文字は使用しないでください。 
Replication; デザインの中で何回繰り返すかを指定します。繰り返し設定しない場合1と入力します。 
Strand; ‘+’ か ‘-’を入力してください 
  ‘+’ はsense strand プローブ(anti-senseをキャプチャ)、‘-’はanti-sense strand プローブ(sense strandをキャプチャ） 
Coordinates: プローブの染色体位置を記入します。Capture Sizeの計算に使用します。   

 例chr19:11392326-11391822  
 

 

ヘッダーは上記のとおりの順番で入力してください。 
6-columsのオプションを選択した場合、Sure DesignはCapture Size(Mb)を自動計算しますが、アップロードの
際に必要になるため、ご自身でもCapture Sizeを計算して下さい。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブ選択： メソッド2 



TargetID; 遺伝子名などのターゲット情報を示すID。20文字以内で設定してください。 
ProbeID;  120merプローブの固有ID。20文字以内で設定してください。 
Sequence; プローブの塩基配列。120文字で記載し、ACGT以外の文字は使用しないでください。 
Replication;デザインの中で何回繰り返すかを指定します。繰り返し設定しない場合１と入力します。 
Strand; ‘+’ か ‘-’を入力ください 
  ‘+’ はsense strand プローブ(anti-senseをキャプチャ)、‘-’はanti-sense strand プローブ(sense strandをキャプチャ） 
Chr: プローブの染色体番号（Capture Sizeの計算に使用します） 
Start: プローブの染色体のスタート位置（Capture Sizeの計算に使用します） 
Stop: プローブの染色体のストップ位置（Capture Sizeの計算に使用します） 

ヘッダーは上記のとおりの順番で入力してください。 
8-columsのオプションを選択した場合、Sure DesignはCapture Size(Mb)を自動計算しますが、アップロードの
際に必要になるため、ご自身でもCapture Sizeを計算して下さい。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

8 –Colum 

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブ選択： メソッド2 



補足２； Tiling Frequency（Density） 
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Probe 

target region 

3x tiling 
overlap: 40bp 

Probe 

target region 

2x tiling 
overlap: 60bp 

Probe 

target region 

5x tiling 
overlap: 24bp 

Probe 

target region 

4x tiling 
overlap: 30bp 

Probe 

target region 

1x tiling  
overlap: なし 

※プローブの重なりがないため、同じProbe数で 
 ターゲットをより広い領域で設定できる。 
75bp以上の長さで読むことが必要。 

※1xtilingよりもキャプチャ効率が上がるため 
 Defaultの設定として推奨。これより高い 
 Tiling Frequency ではキャプチャ効率は 
 さほど変わらない。 

Genome Biology 2009, 10:R116 
 (doi:10.1186/gb-2009-10-10-r116) 

Tiling Frequency（Density）が
Coverageに与える影響 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブ選択： メソッド2 



Capture sizeは、probeがカバーする領域のサイズ（Mb)を差します。 
Capture Sizeを計算してください。 
 
   計算式； Capture Size(Mb)= 
 
N= アップロードするプローブの数、  
T= tiling frequency(前項参照；ターゲットヌクレオチドをカバーするプローブ数の平均) 

 
4-Columフォーマットで作成した場合、上記は必ず計算してください。 
6-Colum, 8-Columフォーマットで作成した場合、SureDesignは自動計算しますが、
アップロードの際に必要になるため、ご自身でもCapture Sizeを計算して下さい。 

補足３；Capture Size 
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注）Capture Sizeやプローブ数によってTier1～5に区分され、価格が変ります。 
 Tier1; 1 - 499 Kbp (57,680プローブ以下であること) 
 Tier2; 0.5 - 2.9 Mbp  (57,680プローブ以下であること) 
 Tier3; 3.0  - 5.9 Mbp  (57,680プローブ以下であること) 
 Tier4; 6.0 - 11.9 Mbp (115,360プローブ以下であること) 
 Tier5; 12.0 – 24 Mbp  (230,720プローブ以下であること) 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブ選択： メソッド2 



補足４；Boosting/Replicationについて 
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• User Provided  

 UploadしたリストのReplication数どおりに設定されます。 

 

• Max performance  

 キャプチャ効率が最大になるように、SureDesignが相対的なプローブ濃度を自動的に調整しま
 す。これを選択すると、アップロードしたReplicate数は自動的に無効になります。キャプチャ効率
 は最大になりますが、プローブの数が大幅に増加する場合があるので、注意が必要です。 

 

• Balanced   

eArray7.8までMaximize Performanceで使用されていたプローブ濃度調整方法です。プローブ数が

ある程度増加しキャプチャ効率も向上しますが、上記の設定ほどは増加しません。これを選択する
と、アップロードしたReplicate数は自動的に無効になります。 

各テンプレートのReplicate欄では、ProbeGroup内でのプローブの繰り返し回数を設定します。（Boosting)繰
り返しプローブが多いほど そのプローブの相対濃度は高くなります。この数値を1にして、Step4(後述）で下
記の選択をすることも可能です。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

プローブ選択： メソッド2 



1.  SureDesignにログインし、アドバンスドオプションを選択してSureSelectデザイン作成に進
み、【コンテンツの追加】では【プローブのアップロード】を選択してください。 

2. 【次へ】ボタンを押してください。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

Step3-2 条件を設定する 

プローブ選択： メソッド2 



3.  【プローブグループ名】を確認し、【ファイル名】欄の【参照】ボタンをクリックして、Step3-1で作成したプローブ
リストを含むZipファイルを選択してください。 

 

4.  プローブリストの各フォーマットについて、記載の見本および詳細な説明が必要な場合、【テンプレート】の4

列・6列・8列をクリックして説明をご覧下さい。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

5. 【キャプチャサイズ】にはプローブ数とTiling 

Frequencyから算出したキャプチャサイズを
入力して下さい。計算方法の詳細は補足3. 

Capture Sizeを参照して下さい。 

 

6. 【プローブ優先順位】で【既存プローブの利
用】を選択すると、過去にupload済みの
Probeを含む場合、同一ProbeIDについて新
しい情報を書き換えません。【上書き】を選択
すると、過去にupload済みのProbeを含む
場合、同一ProbeIDの情報を今回Uploadす
る情報で書き換えます。 

 

7. 【ブースティング】「補足4 

Boosting/Replicationについて」のページを
ご参考し、適切なものを選択ください。アップ
ロードしたファイルに記載したReplicationを
採用する場合【User Provided】を選びます。 

 

8. 【次へ】をクリックして下さい。 

プローブ選択： メソッド2 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

9.  プローブデザインにはある程度
の時間がかかります。プローブ
デザインが完了すると、
SureDesignに登録されている
メールアドレスに、メールで完了
のお知らせがきます。別のメー
ルアドレスにお知らせがほしい
場合にはここでメールアドレスを
入力します。 

10. 【OK】をクリックしてこのウィンドウを
閉じます。 

以降の作業は p.32 Step4 コンテンツの追加/確認 をご覧下さい。 

プローブ選択： メソッド2 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

既存のデザインに含まれているプローブから、条件に沿ったプローブを抽出
して新しいデザインを作成する場合 

メソッド3 

このメソッドでは、アジレントのカタログデザイン、または既にカスタム作成してあ
るデザインやプローブグループなどに含まれる、既存のプローブから一部を抽
出して新しいプローブグループとして保存します。 

ご注意下さい 

◆指定した「既存のデザイン」に元から含まれないプローブは抽出できません。 
           元となるデザインが、目的に沿ったものであることを確認して下さい。 
 例) Human All Exonに含まれるプローブから、イントロンやUTRをキャプチャするプ
   ローブを抽出することは出来ません。 
 
 
◆マスキングやプローブ密度などの条件を設定することは出来ません。このオプションでは 
  既存のプローブから条件に合うものを抜き出すのみであり、プローブ設計の条件を変えた 
  い場合はCase1の手順で新規に設計する必要があります。 
 
◆どの「既存のデザイン」からを選んだかの情報はDesignに自動的に残りませんので記録い
ただくか、あらかじめp7  の【詳細情報】【キーワード】の項目に入力ください。 

プローブ選択： メソッド3 



1.  【コンテンツ追加メソッドの選択】では、【既存のデザインまたはプローブグループからプローブを選
択】を選択してください。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

2. 【次へ】ボタンをクリックしてください。 

を選択した場合 を選択した場合 

 アドバンスドオプションを開始した際に[最初にデザインを作成してからその中にプローブグループを作成
するフロー]を選択した場合、ここで【すべてのプローブを選択】と【特定の遺伝子または領域用のプロー
ブを選択】を選ぶことが出来ますが、[最初にプローブグループを作成してからデザインを作成するフ
ロー]を選択した場合、【特定の遺伝子または領域用のプローブを選択】のみがプルダウンメニューに表
れます。  

プローブ選択： メソッド3 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

3.  プローブを抽出する元となるデザインまたはプローブグループを指定します。デザイン内から抽出する

場合は【デザイン】を、プローブグループ内から抽出する場合は【プローブグループ】を選択して下さい。
Human All Exonなど、アジレントのカタログデザインからプローブを抽出したい場合は【デザイン】を選択
します。 

4. 【ワークスペース】では、抽出する元となるデザインまたはプローブグループが存在す
る場所を指定します。Human All Exonなど、アジレントのカタログデザインからプローブ

を抽出したい場合は【ワークスペース】のプルダウンでは【アジレントカタログ】を選択し
て下さい。以前に作成したカスタムデザインから抽出したい場合は【マイワークグルー
プ】を選択し、デザインまたはプローブグループが存在するフォルダを指定して下さい。 
 

5. 元となるデザインまたはプローブグループが見つかったら、【選択】欄のチェックボック
スにチェックを入れ、【次へ】をクリックします。 

プローブ選択： メソッド3 

どの「既存のデザ
イン」からを選ん
だかの情報は
Designに自動的に

残りませんので記
録いただくか、あ
らかじめp7  の【詳

細情報】【キー
ワード】の項目に
入力ください。 



32 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

6. ターゲット情報を入力します。方法・注意点はCase1と
同様です。 

プローブ選択： メソッド3 



33 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

注意 ターゲットサーチ結果はSureDesignのゲノムデータベースでのサーチ結果を 
    示しています。選択したデザインもしくはプローブグループ内でターゲットが 
    見つかった。という意味ではありません。 

必ずデザインをダウンロード 
して、Report.txtファイルから 
各ターゲットのカバレッジを 
確認してください。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  



34 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

以降の作業は p.32 Step4 コンテンツの追加/確認 をご覧下さい。 

7. 【OK】をクリックしてこのウィンドウを
閉じます。 

プローブデザインにはある程度の時間
がかかります。プローブデザインが完了
すると、SureDesignに登録されている

メールアドレスに、メールで完了のお知
らせがきます。別のメールアドレスにお
知らせがほしい場合にはここでメールア
ドレスを入力します。 

プローブ選択： メソッド3 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

コンテンツの追加/確認 

Step4 コンテンツの追加/確認 

1. プローブ選択開始のメッセージに【OK】をクリックした後、【コンテンツの追加/確認】画面が表示されます。 

既存のデザイン、プローブグループからプローブを選択した 
場合、必ずデザインをダウンロードして、各ターゲットの 
カバレッジを確認してください。 



36 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

Step4 各ターゲットカバレッジの確認 

Step3で追加したProbeGroupごとに情報がまとめられています。 
各ProbeGroupのXXX_Report.txtを確認します。 



37 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

Step4 各ターゲットカバレッジの確認（Report.txtファイル） 

ここで示される ” 0 Target IDs were not found”は、SureDesignゲノムデータベースの 
サーチ結果です。  

TargetID Interval Regions Size Databases Coverage HighCoverageLowCoverage

A1BG chr19:58858378-588648138 1860 Gencode, RefSeq 0 0 8

A1CF chr10:52566479-5261971012 2159 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 12

A2ML1 chr12:8975238-902761736 5109 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 36

A3GALT2 chr1:33772357-337867095 1123 RefSeq 0 0 5

A4GALT chr22:43088611-430899671 1357 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 1

A4GNT chr3:137843096-1378501082 1063 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 2

AACS chr12:125550121-12562678518 2379 Gencode, RefSeq 0 0 18

AADAC chr3:151531941-1515459705 1312 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 5

AADACL2 chr3:151451814-1514753925 1306 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 5

AADACL3 chr1:12776334-127859734 1137 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 4

AADACL4 chr1:12704556-127267564 1304 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 4

AADAT chr4:170982069-17101085114 1610 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 14

AAED1 chr9:99404031-994175736 801 RefSeq 0 0 6

AAK1 chr2:69688789-6987018222 3490 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 22

AAMDC chr11:77553533-775833713 429 RefSeq 0 0 3

AAMP chr2:219129246-21913481911 1598 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 11

AANAT chr17:74462245-744660624 839 Gencode, RefSeq 0 0 4

AAR2 chr20:34827781-348436773 1215 RefSeq 0 0 3

AARD chr8:117950473-1179549502 508 RefSeq 0 0 2

AARSD1 chr17:41102600-4113220920 2448 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 20

AASDH chr4:57204558-5725047514 3615 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 14

AASDHPPT chr11:105948428-1059676446 1050 Gencode, RefSeq 0 0 6

AATF chr17:35306416-3541397412 1923 Gencode, RefSeq 0 0 12

AATK chr17:79092192-7913980215 4472 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 15

ABCA10 chr17:67144958-6722150940 5640 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 40

ABCA11P chr4:429595-4677826 3167 Gencode 0 0 6

ABCA13 chr7:48211071-4868511863 16531 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 63

実際の各ターゲットのカバレッジは 
Report.txt中のCoverageの項目で 
確認ください。0もしくは低いカバレッジの 
ターゲットは再デザインが必要です。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

2. さらにプローブグループの追加をしたい場合は、適切なコンテンツ追加メソッドを選択し、Step3に戻り、プローブ
選択を必要な回数繰り返します。 

コンテンツの追加/確認 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

3. 各プローブグループのリピート回数を変更したい場合、【リピート回数】の数字を、1から1,000までの数字で変更

できます。リピート回数を大きくすると、そのプローブグループのキャプチャライブラリ内での相対濃度が高くなり
ます。プローブグループ内での各プローブの相対濃度は、ブースティング(p.29 補足4参照)によって決まっており、

この【リピート回数】では、プローブグループ全体のブレンド比を変えることになります。リピート回数を増やしすぎ
ると、ターゲットサイズが同じでもプローブ数が価格帯の上限を超える場合がありますのでご留意下さい。 
 

コンテンツの追加/確認 

プローブグループ1 
Probe 1: 相対濃度1 
Probe 2: 相対濃度1 
Probe 3: 相対濃度5 

カスタムデザイン 

プローブグループ2 
Probe 5: 相対濃度2 
Probe 6: 相対濃度1 
Probe 7: 相対濃度1 

ブースティングによって決まっ
た、各プローブグループ内での
各プローブの相対濃度 

上記画面で【リピート回数】を設定 

プローブグループ1 1 
 
プローブグループ2 10 

プローブグループ1 
Probe 1: 相対濃度1 
Probe 2: 相対濃度1 
Probe 3: 相対濃度5 

プローブグループ2 
Probe 5: 相対濃度20 
Probe 6: 相対濃度10 
Probe 7: 相対濃度10 

最終的なデザイン内での相対濃度 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

この画面でデザインの基本情報を確認します。 
SureSelectデザイン 
 名前： デザイン名 
 生物種： 選択された生物種 
 
プローブ 
プローブ数:  プローブの総数 
 （プローブ数が閾値を超えると、 
  価格帯が変わるので注意ください） 
サイズ ： デザインされたプローブがカバーする領域のトータルサイズ 
価格の階層: 作成されたカスタムデザインの価格帯 

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

Tier 1から3のプローブ 
数は57.7Kまで 

4. 設定が終了したら、画面左端
に表示されるデザイン結果の
サマリを確認します。 

コンテンツの追加/確認 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

5. 【ダウンロード】ボタンをクリックすると、プローブグループごとの情報を含んだファイルがダウンロードできます。 

コンテンツの追加/確認 



ダウンロードできるファイルは下記です。 

<ProbeGroup名>_Report.txt <ProbeGroup名>_ Covered.bed 

ProbeGroupに含まれる
Probe group、プローブ
数、Capture Sizeなどサマ
リーを記載したファイル 

ProbeGroupに含まれる
Probe のbedファイル 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

<ProbeGroup名>_ Regions.bed 

ProbeGroupに含まれる
ターゲット のbedファイ
ル 

<ProbeGroup名>_ AllTracks.bed 

ProbeGroupに含まれる
Probe、ターゲット、設計
できなかった位置のbed
ファイル 

プローブ設計対
象となったター
ゲットのリスト 

<ProbeGroup名>_ Targets.txt 

コンテンツの追加/確認 



Regions. 

Covered 

Missed Regions 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

Target Regions；目的のターゲット領域としてSureDesignにインプットいただいた領域（設計
できなかった領域も含む） 
 
Covered Regions ; 設計でカバーされた領域 
 
Missed Regions;設計できなかったregion 

43 SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

BEDファイルをUCSCのゲノムブラウザにカスタムトラックとしてインポートすると、以下の情報を見ることが出来ます。 

コンテンツの追加/確認 



6. 【UCSC View】をクリックすると、UCSCのゲノムブラウザに、デザインの内容が表示されたウェブページが開き
ます 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

コンテンツの追加/確認 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

7. デザインもしくはプローブグ
ループに修正が必要な場合、
【削除】【変更】をクリックしてプ
ローブグループの削除・変更を
行うことが出来ます。 

【削除】をクリックすると下記確認画面が現れ、【は
い】をクリックすると、このデザインからプローブグ
ループが削除されます。プローブグループ自体が
SureDesignから削除される訳ではないため、再度後
ほど選択し直すことも可能です。 

【変更】をクリックすると下記確認画面が現れ、【OK】をクリックす

ると、再度プローブグループ作成の画面に戻ります。このプロー
ブグループが他のデザインに既に使われていれば、変更後に
新規プローブグループを作成、他のデザインで使われていなけ
れば、プローブグループの内容は変更内容で上書きとなります。 

コンテンツの追加/確認 
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8. これ以降のステップを行うと、デザ
インの変更・削除ができません。変
更する可能性がある場合、一旦
【デザインウィザードを閉じる】で画
面を閉じてください。 
 
 

 
 
 
 

9. 再開するには、ホームタブの【デザ
イン作成：進行中】内にある
【Continue】ボタンをクリックしてくだ
さい。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

コンテンツの追加/確認 



Step5 ファイナライズ 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

ファイナライズ 

1. デザイン内容が確定した後、【コンテンツ追加
メソッドの選択】欄で【このデザインをファイナ
ライズします】を選択し、【次へ】ボタンを押して
ください。 
 

 *これ以降の操作を実行すると、デザインのステー
タスがDraftからCompleteに変わり、デザイン内容
の変更や削除はできなくなります） 

 
*ファイナライズすると、このデザイン情報はアジレ

ントの製造部に送られますが、実際にオーダーす
るまでは製造は開始されません 

2.  【デザインのファイナライズ】ボタンをク
リックしてください 



4. SureDesignにて、ファイナライズした
デザインを確認します。 

見積もり取得に進むには【オーダー】ボタ
ンを押してStep6に進んでください。 
 

【お気に入りに設定する】ボタンを押すと、
ホームタブの【デザイン作成：最近作成し
たもの・お気に入り】欄に表示されます。  
 
デザイン詳細を【UCSCビュー】や【ダウン

ロード】ボタンから確認できます。ダウン
ロードについては次ページの方法で内容
を確認してください。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
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3. デザインがファイナライズされたことをお
知らせするE-mailが、登録されているメー

ルアドレス宛に発送されます。このメール
には以下の情報が記載されています。 

・Application名 
・デザイン名 
・Design ID 
・生物種 
・Finalizeした日 

ファイナライズ 



5. 【ダウンロード】ボタンをクリックします。 
6. 表示されたDownload画面下方の【ダウンロード】ボタンをクリックします。 

7. ファイルのダウンロード設定をたずねるボックスが表示さ
れます。保存を選択し、ファイルの保存先を設定します。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
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8. 指定したフォルダに、<Design ID>.zip の形式でファイルが保存されます。ダブルクリックで解
凍してください。 

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

ファイナライズ 



8) 各ファイルの内容は下記です。 

<Design ID>_Report.txt <Design ID>_Report.pdf <Design ID>_Covered.bed 

<Probe Group名>_Report.txt 
 

Designに含まれるProbe 
group、プローブ数、
Capture Sizeなどサマリー
を記載したファイル 

Designに含まれるProbe 
group、プローブ数、
Capture Sizeなどサマリー
を記載したファイル 

Designに含まれるProbe 
のbedファイル 

各Probegroupに含まれる
Probe の数、サイズなど
のサマリー 

各Probe Groupフォルダごとのファイル； 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

ファイナライズ 

<ProbeGroup名>_Covered.bed、All Track.bed.、 Region.bed 

各ProbeGroupにのbed
ファイル情報 （p41参照） 
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これ以降の操作につきましては 
購入方法の資料もご参考ください。 
 
SureDesign日本語資料サイト内「購入方法」 
http://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002474  
 

Step6 オーダー（見積もり依頼） 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

オーダー 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

1)見積もり画面に進むには、3つの方法があります。下記方法A,B,Cいずれかで見積もり画面に入り
ます。 

方法A；前項の続き画面から手配する方

法場合、【オーダー】ボタンをクリックしま
す。 

方法B；Homeタブの【デザイン作成：

最近作成したもの・お気に入り】の中
から該当するデザインのOrderボタン
をクリックします。 

方法C；デザイン検索タブの【マイデ

ザイン】タブ（もしくは【コラボレー
ション】タブ）の中の該当するデザイ
ンの【アクション】欄にあるOrderボ
タンをクリックします。 

オーダー 
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2) 見積もり内容を設定します。 
 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

 
数量; 注文するデザインのキットの個数を設定 
(例えば16 reaction 反応の試薬を2セット頼む場合、ここは2
を入力します） 
 
シーケンスプラットフォーム; シーケンステクノロジの選択 
 （ご利用のシークエンスシステムをご選択ください） 
 
試薬キット; 適切なキットを選択します。 
HiSeq/MiSeq/NextSeqの場合； 
下記のいずれかを選択します。 
 QXT;トランスポゼースを用いたライブラリ調製 
 XT; ポストプール式 
  XT2; プレプール式 

*QXT/XTとXT2の製品に互換性はありません。プロトコルも異
なります。ここでは、必ず採用された正しい方を選択ください。 

SOLiDの場合; XT, ポストプール式のみ 
Roche454・Protonの場合; TE, ポストプール式のみ 
 
自動化キット; SureSelect自動化システムをご使用の場合、
チェックを入れてください。 
Sample Size; キットの１キットあたりのサンプル数を選択: 
 
サンプルサイズ； 1キットごとのサイズを示します。左図の
16とは、一種類のデザインを16サンプルの解析にしようす
ることを意味します。（例えば16reactionの試薬を２セット頼
む場合、Sample Sizeは16を選択し、Quantityを２と入力しま
す。）  

2) 見積もり内容を設定します。 
 

オーダー 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

3) 【見積りの依頼】ボタンをクリックしてください。 
 
*【カートに追加】ボタンは日本ではご利用いただけません。 
 
 

4) 【見積りの依頼が完了しました】のボッ

クスが表示されますので【閉じる】ボタン
で閉じてください。 

× 

オーダー 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

差出人；Agilent SureDesign 
[suredesign_noreply@agilent.com] 
 
タイトル； SureDesign: SureSelect DNA キットのお見積
を依頼します 
 

内容；デザイン情報および見積もり依頼で設定いた
だいた内容 

5) 見積もり請求が送信された旨、メールが到着します。 

6) アジレント社担当営業もしくは取り扱い販売店から 
見積もり金額の提示 → 発注へ 
＊発注の際の注意事項は別紙ご参考ください。 標準納期は発注後

約6~8週間です。 

オーダー 
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3．OneSeqカスタムデザインを作成する方法 



OneSeqカスタムデザインの作成 
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デザインの概要決定 

追加デザインの選択 

ファイナライズ 

予め作成したカスタムライブラリをOneSeq用CNV Backboneに追加する場合は、【ホーム】タ
ブのOneSeq、もしくは【デザイン作成】タブのOneSeqをクリックしてウィザードを開始します。 

OneSeqカスタムデザイン作成の流れ 

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 



デザインの定義 
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デザイン名を入力します。 
 
生物種を選択します。 
選択した生物種のゲノムのBuildが
表示されます。 
 
 
これから作成するデザインを 
入れるフォルダを選択します。 
【選択】をクリックして、新しく 
フォルダを作成することもできます。 
 
 

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 



追加デザインの選択 
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使用するBackboneを選択
します。現在OneSeq CNV 
Backboneしか選択できま
せん。 

追加するカスタムデザインにチェックを入れます。予め作成
し、ファイナライズしたデザインしかここに表示されません。 

※作成した追加用カスタムライブラリが「追加デザイン」リストに表示されるまでに時間がか
かることがあります。ファイナライズし、デザインIDが発行された後もデザインがこのリストに

表示されない場合、しばらく経ってから再度確認して下さい。数時間経ってもリストに表示さ
れない場合、お問い合わせ下さい。 

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 



ファイナライズ 
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この内容でよければ【デザインの
ファイナライズ】をクリックします 

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 



4．お問い合わせ先 
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• SureDesignに関するサポートお問い合わせ窓口 

  

 TEL:       0120-477-111 

   E-mail : email_japan@agilent.com 

 

 SureDesign に関する質問と明示ください。 

 価格、納期等のご質問は、担当営業にご連絡ください。 

SureSelect DNAキャプチャ/カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 


